
脚本・演出家　北林 佐和子さんが「カンパニージャ」に込めた想いとは？
白石オリジナルミュージカル「 永遠のカンパニージャ 」の生みの親
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　永遠のカンパ    ニージャ　　～鬼小十郎と真田幸村～

白石オリジナルミュージカル

　　　 北林 佐和子
大阪府出身。多数の演劇・コンサー
ト・レビューの脚本・演出を手掛
ける。伝統を、生粋の大阪人とし
てのユーモアある感性でアレンジ
できる希代の人物として評価が高
い。現在進行中の脚本・演出作品
を抱えており、関西発の新しい才
能として、今、注目を集めている。
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作・演出　北林佐和子　　監修　北川央

月
30
日
、
白
石
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
永
遠

の
カ
ン
パ
ニ
ー
ジ
ャ　

～
鬼
小
十

郎
と
真
田
幸
村
～
」
を
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
で
、
昼
の
部
と
夜
の
部

の
２
回
公
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
前
、
監
修

を
務
め
た
大
阪
城
天
守
閣
北き
た

川が
わ

央ひ
ろ
し

館
長
が
「
大
坂
夏
の
陣
・
道
明
寺

合
戦
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
と
な
っ
た

大
坂
夏
の
陣
・
道
明
寺
合
戦
の
時

代
背
景
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
成
功
を
祈
願

　

本
番
が
近
づ
い
て
き
た
７
月
11

日
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
主
役
を
務

め
る
片
倉
小
十
郎
重
綱
（
後
に
重

長
に
改
名
）
役
の
鳴な
る

海み

じ
ゅ
ん
さ

ん
、
真
田
幸
村
役
の
桜お
う

花か

昇の

ぼ
る

さ
ん
、
阿
梅
役
の
沙さ

月つ
き

梨り

乃の

さ
ん

の
３
人
と
北
川
館
長
が
本
市
を
訪

れ
、
真
田
家
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
４
人
は
、
白
石
第
二
小

学
校
で
児
童
た
ち
と
の
交
流
会
に

出
席
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ワ
ン

シ
ー
ン
を
披
露
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
共

に
、
白
石
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
Ｐ
Ｒ
。
鑑
賞
し
た
児
童
は

「
テ
レ
ビ
で
見
る
の
と
違
い
、
と

て
も
迫
力
が
あ
っ
て
す
ご
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
４
人
は
片
倉
家
城
主

が
眠
る
「
片
倉
家
御ご

廟び
ょ
う

」
や
阿
梅

姫
の
お
墓
が
あ
る
「
当
信
寺
」
な

ど
、真
田
ゆ
か
り
の
地
を
見
学
し
、

白
石
を
自
ら
の
目
や
肌
で
感
じ
る

こ
と
で
役
作
り
の
参
考
に
し
な
が

ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
成
功
を
祈

願
し
て
い
ま
し
た
。

白
石
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
誕
生
秘
話

　

平
成
27
年
11
月
、
北
川
館
長
を

講
師
に
「
大
阪
の
陣
と
真
田
家
」

と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
演
の
中
で
北
川
館
長

は
、
同
年
９
月
に
「
イ
タ
リ
ア
ミ

ラ
ノ
万
博
」
で
、
道
明
寺
の
戦
い

を
題
材
に
、
幸
村
・
重
綱
・
阿
梅

の
３
人
を
主
役
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
上
演
。
大
好
評
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
講
演
後
、
本
市
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
開
催
を
依
頼
さ

れ
た
北
川
館
長
が「
ミ
ラ
ノ
万
博
」

で
脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
た
北き
た

林ば
や
し

佐さ

和わ

子こ

さ
ん
に
相
談
。
30
分
だ
っ

た
演
目
に
、
重
綱
と
幸
村
の
出
逢

い
の
シ
ー
ン
や
新
し
い
劇
中
歌
な

ど
が
追
加
さ
れ
、
白
石
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
永
遠
の
カ
ン

パ
ニ
ー
ジ
ャ　

～
鬼
小
十
郎
と
真

田
幸
村
～
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

歌
劇
フ
ァ
ン
も
絶
賛
！

「
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
」

　

７
月
30
日
上
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
、
天
下
を
制
し
た
豊
臣
秀
吉

が
、
大
坂
城
で
武
将
た
ち
を
相
手

に
繰
り
広
げ
て
い
た
宴
の
中
で
、

重
綱
と
幸
村
が
出
逢
う
シ
ー
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
秀
吉
亡
き

後
、
激
化
し
た
覇
権
争
い
に
終
止

符
が
打
た
れ
た
大
坂
夏
の
陣
で
敵

味
方
に
分
か
れ
た
真
田
と
伊
達
。

そ
の
戦
場
で
互
い
の
素
性
を
知
ら

ぬ
ま
ま
成
長
し
た
重
綱
と
阿
梅
が

運
命
の
出
逢
い
を
果
た
す
。
そ
こ

か
ら
物
語
は
、
重
綱
と
阿
梅
の
、

感
動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
…
。

　

こ
の
日
は
、
宝
塚
歌
劇
団
・
Ｏ

Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
出
身
者
が
出
演

す
る
こ
と
も
あ
り
、
８
０
０
人
を

超
え
る
人
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
中

に
は
、
大
阪
府
か
ら
駆
け
付
け
た

フ
ァ
ン
も
！　

来
場
者
は
「
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！　

限
ら
れ
た

舞
台
セ
ッ
ト
の
よ
う
で
し
た
が
、

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
演
出
で
、

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
！

こ
の
機
会
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の

が
残
念
で
す
」
と
、
満
足
し
た
表

情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

重
綱
と
幸
村
、
阿
梅
を
巡
る
信

頼
や
親
子
の
情
愛
な
ど
を
、
歌
劇

な
ら
で
は
の
華
麗
な
表
現
で
描
か

れ
た
今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
北

川
館
長
の
事
前
講
演
が
あ
っ
た
こ

と
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
が
さ

ら
に
増
し
、
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手

の
中
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

７

１_ ミュージカルのクライマックス。出演者全員の歌声は会
場を感動の渦に巻き込みました　２_ 片倉小十郎重綱役の元
宝塚歌劇団男役スターの鳴海じゅんさん　３_ 真田幸村を演
じた元ＯＳＫ日本歌劇団トップスターの桜花昇ぼるさん　 
４_ 阿梅役の元ＯＳＫ日本歌劇団娘役トップスターの沙月梨
乃さん　５_ ７月 11 日、ミュージカルの主役３人と、大阪
城天守閣の北川館長が来白。この日は、当信寺や片倉家御廟、
真田ゆかりの地でお墓参りをし、役作りとミュージカルの成
功祈願をしました。写真前列１番右は、同ミュージカルＰＲ
大使の白石市観光大使「白石戦國武将隊『奥州片倉組』」の
片倉小十郎景綱氏

　今回の歌劇（ミュージカル）は、「ミラノ万博で上演した作品を白石市でも上演できない
か？」と北川館長からお声がけをいただき、白石バージョンに書き改めた作品です。
ミラノで上演したものは道明寺合戦での限られた期間の物語だったので、今回、ど
のようにバージョンアップしようか悩みました。そこで、以前、北川館長に教えて
いただいた「瓜畑あそび」の史実に、幼少期の重綱と真田幸村との出逢いを創作。
今回の歌劇に取り入れました。また、キャストの人数を増やしてスケールアップ
させたことや、新たな楽曲・映像を追加したことも今回のオリジナルです。
　「カンパニージャ」とはスペイン語で「鐘」。重綱と阿梅は、
天寿をまっとうするまで仲良く暮らしたと聞いています。
　暗い話題がどうしても耐えない現代、戦が絶えなかった戦
国時代と少し似ていると思うのです。重綱と阿梅の愛の「鐘」
という「希望の鐘」を、「釣り鐘」を旗印に持つ片倉家が治
めたこの白石の地から、全国・世界中に響き渡ればと思って
います。そして、ここ白石の人たちに、この作品をきっかけ
に、歌劇を好きになってもらえたらうれしいです。
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